








































































を行い, Ilizarov Mini Fixatorを2個使用し, 2本同時に中手骨の仮骨延長を行った. 
【治療経過】骨切術後4日目より骨延長を開始した. 0.75mmずつ骨延長した. 術後3週
の時点で手背の腫脹と疼痛があり, 骨延長を一旦休止した. 1週で腫脹が落ち着いたの




失していた. 【結論】Ilizarov Mini Fixatorを用いた仮骨延長法は, 手の小さな小児の
中手骨延長に対し有用と思われた. ただし手背の腫脹が生じた場合, 骨延長の一時休
止を要した.
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上腕骨近位部骨折手術患者における骨密度検査施
行率について
横浜市立みなと赤十字病院　整形外科
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【はじめに】骨粗鬆症による骨折連鎖の予防に急性期病院が果たす役割としては、骨
折受傷時に骨粗鬆症を診断し加療を開始することが重要である。脊椎骨折や大腿骨
近位部骨折等に比して骨密度検査（BMD）の施行率が調べられていない上腕骨近位部
骨折（PHF）における施行状況と臨床像を検討したので報告する。
【対象と方法】2015年4月から18年3月に当科で手術したPHF患者90例のうち、60歳以
上の64例を対象とした。BMDを検査したものをB群・しなかったものをN群とし、年
齢をMann-Whitney検定で、男女比、骨折型（Neer分類）、骨折の既往と合併骨折の
有無、受傷前と術後の骨粗鬆症の加療の有無をFisherの正確確率検定で比較検討し
た。
【結果】BMDの施行率は16例 25%にとどまり、対若年成人比は腰椎74%, 大腿骨頚部
59%で、15例 94%で骨粗鬆症の治療開始基準を満たしていた。受傷時年齢・女性比
率（B群/N群）は平均79/77歳、94/75%で有意差を認めなかった。Neer分類（part数）
の中央値はB群3・N群2で、B群で有意に高い傾向を認めた。その他の結果（B群/N群）
は、骨折既往ありが38/21%、受傷前加療ありが38/23%で有意差なし、合併骨折あり
が56/21%、術後加療ありが88%/21%とB群で有意に高い傾向を認めた。
【考察】B群は粉砕度が高く他の骨折を合併している症例が多く、各担当医は無意識
にBMDの必要性を感じて検査した可能性が示されたが、BMD施行率25%は骨折連鎖
を予防するには不十分と言わざるを得ない。BMDの結果は94%で骨粗鬆症の治療開
始基準に合致したことから、PHF患者のBMD施行率を上げることが急務と考えられ
た。
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デュプイトラン拘縮に対する酵素注射療法の治療成績
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【はじめに】当科におけるデュプイトラン拘縮に対する酵素（collagenase clostridium 
histolyticum）注射療法の治療成績を報告する。
【対象と方法】2015年12月から18年5月に酵素注射療法を行い、翌日に伸展処置、1か
月夜間伸展位固定を行った13例・15指・16関節、平均70（63~78）歳、平均経過観察期
間9.1（1~28）か月を対象とし、糖尿病の合併率、伸展処置時の皮膚裂傷・腱索切離音
の有無を調査した。また治療前・注射後1か月・最終観察時における注射対象関節の
伸展角度をWilcoxonの符号付き順位検定を用いて比較し、p<0.05を有意とした。
【結果】糖尿病は5例（38%）に合併し、伸展処置時に裂傷を生じたのは3関節（19%）、腱
索切離音を発したのは10関節（63%）であった。MP関節を対象とした11例12指（中指1・
環指2・小指9）のMP伸展角度は注射前-42.1（-80~-5）°、1か月後0.4（-25~15）°、最終時5.0
（0~15）°で、注射前と比して1か月時・最終時は有意な改善を認めた（p=0.002）。一方
PIP関節を対象とした3例4指（環指2・小指2）のPIP伸展角度は注射前-57.5（-75~-25）°、
1か月後-11.3（-25~5）°、最終時-28.8（-50~0）°で、臨床的には効果を認めたが注射前
後で有意差を認めなかった（p=0.066）。
【考察】諸家の報告と同様に酵素注射療法は有効で、1/3以上が糖尿病を有していたが
感染などの重篤な合併症は認められなかった。皮膚裂傷を認めた3指は比較的拘縮が
強いものに生じていたが全例2週以内に治癒した。伸展処置時に腱索の切離音を生じ
た例に特徴的な臨床像は見いだせなかった。MPへの注射例におけるMP伸展角度は
注射後1ヶ月から最終時まで改善を保っており、本症に対してまず試みてよい治療と
考えられた。PIPへの注射の有効性は今回の検討では統計学的に示されず、また拘縮
の再発傾向も認められ、後療法等を再考する余地があると考えられた。
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腰椎椎間板ヘルニアの内視鏡下摘出術患者の在院
日数と年齢は相関する
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【はじめに】腰椎椎間板ヘルニア（以下LDH）に対する内視鏡下椎間板摘出術（以下MED）は
その低侵襲性により、術後創痛の軽減、入院期間短縮などに有利であるとの報告が散見さ
れる。一方でLDHは中高年以降に発症する変性疾患である腰部脊柱管狭窄症に比べ幅広い
年齢層に発症し、若年者の発症も多い。年齢により社会的状況も異なり、若年・壮年者で
は短期間の入院治療を希望されることも多い。当科におけるLDHに対するMEDの入院期
間とそのfollow up期間を年齢別に検討した。
【対象と方法】対象は当院開院の2005年7月から2008年6月までにMEDを受けた症例125例の
うち、ヘルニア再発を把握した症例16例を除いた109例。それらの手術時年齢とその入院
日数、follow up期間（日数）を確認し、その相関について検討した（Spearmanの順位相関）。
【結果】男：女 62:47。平均手術時年齢は44歳。平均在院日数は11.3日で、平均follow up期
間は964.1±110.5（SEM）であった。年齢分布は20代と70代をpeakとする二峰性の分布を示
し、在院日数と年齢、follow up期間（日数）と年齢はそれぞれR=0.4495、R=0.3502で相関
が認められた。
【考察】近年のパスの導入やDPCなどの影響もあり、在院日数は短期化されている傾向に
ある。若年・壮年者は就業などによる社会的状況により入院期間などが制限されているこ
とも相まって入院期間が短くなる傾向にあることが考えられた。また、経過観察期間も同
様な理由で年齢との弱い相関が認められると考えられる。LDHはある一定の確率で再発が
みられることが知られているが、あまり短期間で経過観察を終了することには注意が必要
であると考えられる。
【結語】当科におけるLDHに対するMEDの入院期間とそのfollow up期間を年齢別に検討
し、それらには相関がみられることがわかった。
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